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当ＪＡ顧問税理士
福田　正寛

（平成２８年３月末実績参考）
組合員数 6,616名（団体含）

65,040百万円
18,697百万円

2,270.2億円

● 貯金残高
● 貸出金残高 
● 長期共済保有高 

2,153,996千円
999,545千円

139名

● 購買品供給高
● 販売品取扱高
■ 職員数（パート除く） 

豊かな自然・・・そして ふれあい

JA白山第２次農業振興計画

JA白山
広 報

無料税務相談会 要予約
ご希望の方は、ご予約を
お願い致します。

お問い合わせ・お申込先

TEL272－3333
FAX273－0690

（担当／総務課）

●開催日時 平成28年 ５月25日（水）
  ６月24日（金）
 午前９時～12時
●開催場所 JA白山  本店
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■受託料金：下記受託料金はJA白山農作業受託部会の基準料金（小作料）です （単位:円/10㌃当り）

ランク 蔵山 ･ 林 ･ 舘畑 * 蔵山の一部 * 一の宮・鶴来 河　　内 圃場条件等（畦畔を含まない）

基準 9,000 5,000 5,000

A 9,000 5,000 5,000

各集落の基準に
準ずる

1 区画　 2,000㎡以上
（圃場整備 4 年目以上）

B 4,500 2,500 2,500 1 区画　1,300 ～ 1,999㎡
（圃場整備 4 年目以上）

C 1,500 1,000 1,000 1 区画 　800 ～ 1,299㎡

D 0 0 0 1 区画   799㎡以下

変形田は１ランク下げるものとし、水利に問題がある圃場などは双方の協議により小作料を決定するものとする。
なお、小作料、用水費（2,970 円）・土地改良経常賦課金（750 円）は耕作者が耕作面積にて支払うものとする。

（注 1）｢* 蔵山の一部 *｣ とは月橋、小柳地区の県道 45 号線（旧国道 157 号線）を境として山側（東方向）の圃場。
（注 2）鶴来地区の大型圃場は蔵山地区に準ずる。
（注 3）一の宮地区の用水費は小作料に含む。
（注 4）砂利堀田（利用権設定田）は工事中の小作料は無料とし、以後 3 年間は 2 ランク下げるものとする。

■機械作業標準料金

作業名（項目） 単　位 料金（税抜） 料金（税込） 備　　　　　考

水

稲

作

業

出 芽 苗（ 一 般 ） １箱当 390 421 ダコレート施用済み

硬 化 苗（ 一 般 ） １箱当 700 756

珪 カ ル 散 布 10㌃当 1,500 1,620 以下、変形及び 10㌃未満の圃場に
ついては 1 割～ 2 割増しとする。

耕 　 起（ 荒 耕 ） 10㌃当 6,000 6,480

中 代 10㌃当 1,800 1,944

代 か き 10㌃当 6,900 7,452

畦 ぬ り １㍍当 50 54

田 植 え
補 助 人 夫
苗 運 搬

10㌃当
10㌃当
１箱当

7,000
700
50

7,560
756
54

※側条用田植え機。

薬 剤 散 布 10㌃当 1,500 1,620

刈 り 取 り
運 搬

10㌃当
10㌃当

18,000
2,519

19,440
2,721

※倒伏状況等により刈取り料金を 
　変更する場合がある。

乾 燥  ・ 調 製 30㌔当 800 864

（ 色 彩 選 別 ） （30㌔当） （200） （216）※色彩選別料金は参考料金とする。

肥 料 散 布 20㌔当 700 756

JA作業料金に準ずる
平成２7年３月26日改定

平成26年4月1日　税込表記を消費税率8%へ変更

平 成 28 年 度  水 稲 受 託 料 金 表
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JA共済からのお知らせ

　４月17日に発生した暴風により建物被害を受けられまし
た組合員・加入者の皆様に心からお見舞い申し上げます。
　JA白山では、建物共済金の申請・受取等についてのお
問い合わせ、ご相談を承っておりますので、ご案内申し上
げます。

謹んで暴風被害のお見舞いを申し上げます

　この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、
「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。
　また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）」
および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。
　各割引適用には一定の条件がございます。
※ご提供いただいた個人情報は、JAおよびJA共済連の事業および各種
サービスのご提供・こ案内・充実等の目的以外には使用いたしません。
　また、JA共済は「個人情報保護方針」を定め、個人情報の保護に努
めております。

つるぎ支店 ☎272-0082
大 神 支 店 ☎272-0620
蝶 屋 支 店 ☎278-2315
手 取 支 店 ☎255-5001
白 峰 支 店 ☎259-2003
本店金融共済部 ☎272-3017

～ 毎日を楽しく快適に! !  ～《健康・生活向上講座》

リンパの流れを促進させ肩こり・腰痛を改善しよう！！
血行促進は健康の秘訣！

日本リンパ美容学院  都築 佳代 講師

女性大学のご案内

■ＪＡ白山女性大学事務局（担当／藤本） TEL：０７６‐２７２‐３３３３（総務部）

※人数制限はありませんので当日お越しいただいても大丈夫ですが、会場準備等が
　ありますので出席のご連絡を頂けたら幸いです。

平成28年５月18日(水) 19：30～21：00開催日時

つるぎ支店2階会議室場　　所

500円受 講 料

詳しくは、最寄りの店舗窓口へ
お問い合わせ下さい。

受講生募集中
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【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

平
成
27
年
度
決
算
基
本
方
針
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

平
成
27
年
度
固
定
資
産
減
損
会
計
の
適

用
に
か
か
る
決
算
対
応
方
針
に
つ
い
て

（
可
決
）

第
３
号
議
案　

固
定
資
産
の
特
別
償
却
に
つ
い
て（
可
決
）

第
４
号
議
案　

購
買
未
収
金
の
償
却
に
つ
い
て（
可
決
）

第
５
号
議
案　

平
成
28
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

（
可
決
）

第
６
号
議
案　

出
資
口
数
の
変
動
に
つ
い
て（
可
決
）

第
７
号
議
案　

鶴
来
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
無
償
譲
渡

に
関
す
る
諸
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
可
決
）

【
報
告
事
項
】

①　

平
成
28
年
２
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

②　

平
成
27
年
度
事
業
収
支
見
込
及
び
平
成
28
年
度
事

業
計
画
に
つ
い
て

③　

平
成
28
年
度
育
苗
セ
ン
タ
ー
稼
働
計
画
に
つ
い
て

④　

余
裕
金
運
用
規
程
及
び
余
裕
金
運
用
等
リ
ス
ク
管

理
規
定
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑤　

Ｊ
Ａ
内
部
監
査
基
準
の
改
訂
に
つ
い
て

⑥　

支
店
運
営
委
員
及
び
総
代
と
の
意
見
交
換
会
の
意

見
集
約
に
つ
い
て

⑦　

手
取
Ｃ
Ｅ
改
修
工
事
に
か
か
る
建
設
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

⑧　

就
業
規
則（
別
表
）の
変
更
に
つ
い
て

⑨　

支
店
貯
金
窓
口
営
業
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

⑩　

事
業
委
員
会
委
員
の
再
編
成
の
承
認
に
つ
い
て

⑪　

人
事
異
動
に
つ
い
て

⑫　

そ
の
他　

平
成
28
年
度
理
事
会
開
催
計
画
に
つ
い
て

第
12
回
定
例
理
事
会  

●
日
時   

平
成
28
年
３
月
29
日（
火
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

　
３
月
30
日（
水
）出
荷
者
協
議
会
総
会
が
、

本
店
に
て
開
催
さ
れ
た
。
産
直
会
員
と
、

担
当
Ｊ
Ａ
職
員
90
名
が
参
加
。
出
荷
者
協

議
会
会
長
の
伊
藤 

務
会
長
は
、「
県
内
直

売
所
で
出
荷
品
の
間
違
え
が
発
生
。
安
心

安
全
に
気
を
つ
け
て
農
産
物
を
出
荷
し

て
ほ
し
い
。」
と
挨
拶
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
竹
内
組
合
長
は
、「
よ
ら
ん
か

い
ね
ぇ
広
場
は
、
１
日
１
０
０
０
人
以
上

の
来
店
者
で
遠
方
か
ら
の
お
客
様
も
多

く
賑
っ
て
い
る
。
地
元
産
直
品
に
加
え
、

全
国
の
Ｊ
Ａ
直
売
所
の
商
品
も
販
売
。
魅

力
あ
る
直
売
所
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
は
安
全
安
心
、
品
質
、
品
揃

え
に
よ
り
一
層
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
所
得
増
大
を
目
指
す

と
と
も
に
、
会
員
増
大
に
よ
り
地
域
農
業

の
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
す
る
と

話
し
た
。

　
総
会
は
、
平
成
27
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
及
び
規
約
改
正
、
平
成
28
年
度
事

業
計
画
と
収
支
予
算
の
会
議
案
が
承
認

平
成
27
年
度
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
出
荷
者
協
議
会
総
会
開
催

　
平
成
28
年
度
の
事
業
体
制
に
お
い
て
、

園
芸
振
興
課
を
新
設
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ

改
革
の
農
業
所
得
増
大
、
地
域
農
業
の

振
興
に
む
け
て

園
芸
事
業
の
拡

大
を
図
る
為
、

機
構
改
革
を
実

施
致
し
ま
し
た
。

お
気
軽
に
お
声

掛
け
下
さ
い
。

宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

園
芸
振
興
課
の
新
設

園芸振興課

㈱ジャコム石川
産直アドバイザー

今井周一氏

伊藤　務 会長 組合長

さ
れ
た
。
又
、
事
業
概
要
、
仕
入
品
一
覧

に
関
し
、
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。

　
講
演
会
で
は
、
㈱
ジ
ャ
コ
ム
石
川
の
産

直
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

今
井
周
一
氏
が
、
〜

も
っ
と
売
れ
る
産
直
物
〜
「
安
心
安
全
で

高
品
質
な
農
産
物
を
出
荷
し
よ
う
」
と
題

し
て
「
秋
か
ら
準
備
し
て
荒
耕
を
し
、
土

作
り
か
ら
見
直
し
、
高
品
質
な
も
の
を
目

指
し
て
欲
し
い
。
更
に
、
一
年
間
の
営
農

計
画
を
直
す
こ
と
も
大
切
だ
。」
と
講
演

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
石
川
県
農
政
対
策
本
部
で
は
、

「
藤
木
し
ん
や
」
氏
を
農
業
者
及
び

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
と
し
て
参

議
院
全
国
比
例
の
候
補
者
と
し
て
推

薦
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
藤
木
氏
は
19
歳
か
ら
30
年
間
に
わ

た
り
、
農
業
一
筋
に
米
・
畜
産
の
複

合
農
家
と
し
て
働
く
と
と
も
に
、Ｊ

Ａ
組
合
長
と
し
て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
お
り
、
国

政
の
場
で
農
業
者
・Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
や

農
協
改
革
な
ど
の
農
政
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
そ
の
手
腕
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

１
．
若
者
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
農
業
の
実
現

２
．
農
業
者
へ
の
持
続
可
能
な
経
営
支
援

３
．
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
地
域
社
会
の
形
成
と
地
方
創
生

４
．
農
協
組
織
の
さ
ら
な
る
発
展

　
藤
木
氏
は
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、「
現
場
」の
声
を
聴

き
、「
現
場
」を
知
り
、「
現
場
」の
声
を
政
策
に
反
映
す
る
こ
と
に

一
途
一
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

詳
し
く
は w

w
w

.fujiki-shinya.com
/ 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
８
回 

Ｊ
Ａ
白
山
青
壮
年
部
通
常
総
会
開
催

青
壮
年
部

　
４
月
16
日（
土
）、
第
８
回
Ｊ
Ａ
白
山
青
壮
年
部
通
常
総
会
が
、
本

店
に
て
開
催
さ
れ
た
。
山
本
洋
平
委
員
長
は
、「
今
年
は
、
婚
活
事

業
に
も
取
り
組
み
、農
業
の
担
い
手
活
性
化
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

 

役
員
改
選
で
は
、
新
委
員
長
に
、
西
納
義
晴
さ
ん
を
選
任
。「
地
域

農
業
の
活
性
化
に
努
め
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
で
退
任
す
る
山
本
洋
平
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
た
。
山
本
さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
通
じ
て

地
域
や
農
業
を
元
気
に
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

委
　
　
員
　
　
長 

（
林
） 

西
納
　
義
晴

副
　
委
　
員
　
長 

（
蝶
屋
） 

山
本
　
洋
平

　
　
　
〃 

（
蔵
山
） 

中
村
　
春
樹

　
　
　
〃 

（
舘
畑
） 

松
田
　
貴
弘

　
　
　
〃 

（
大
神
） 

谷
口
喜
三
雄

組
織
専
門
部
長 

（
大
神
） 

徳
野
　
一
麿

営
農
農
政
専
門
部
長 

（
舘
畑
） 

山
本
　
義
孝

地
域
交
流
専
門
部
長 

（
蝶
屋
） 

中
山
久
美
男

会
　
　
　
　
　
　
計 

（
林
） 

高
本
　
祐
輔

監
　
査
　
委
　
員 

（
蝶
屋
） 

堀
　
　
博
幸

　
　
　
〃 

（
蔵
山
） 

早
崎
　
長
人

　
　
　
〃 

（
舘
畑
） 

山
下
　
祥
太

　
　
　
〃 

（
大
神
） 

辻
　
　
博
之

事
　
　
務
　
　
局 

 

向
　
　
美
幸

青
壮
年
部
新
役
員

「
あ
と
を
継
ぎ
た
い
」

安
心
し
て
そ
う
言
え
る
農
業
政
策
を
！

農家の声を
国政に！！

●昭和42年生まれ
（49歳）
●ＪＡ全青協元会長
●ＪＡかみましき組合長
●参議院全国比例区
支部長
●経営内容
牛１,100頭
水稲８ha

藤木しんや氏
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４
月
21
日（
木
）農
業
法
人
手
取
営
農
組
合
で
、
藤
田
政
義
さ

ん
、
藤
田
正
明
さ
ん
、
東
修
さ
ん
、
西
田
勉
さ
ん
ら
が
、
ね
ぎ

の
定
植
を
始
め
た
。
昨
年
は
、
10
箱
の
苗
を
植
え
た
が
、
今
年

は
約
10
倍
の
１
０
０
箱
に
挑
戦
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
は
、
県
や
市
と
連
携
し
、
新
た
な
産
地
づ
く
り
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
、
白
ネ
ギ
の
生
産
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
園
芸
振
興
と
し
て
、
白
ネ
ギ
を
戦
略
作
物
と
し
て
力
を
入

れ
て
い
る
。

　
今
後
の
栽
培
管
理
は
一
週
間
後
、
土
寄
、

土
掛
、
一
か
月
毎
に
、
ね
ぎ
の
先
端
を
刈

り
こ
む
こ
と
５
回
。
５
か
月
後
の
出
荷
に

な
る
。
作
業
中
、
長
老
た
ち
が
「
何
を
植

え
る
の
か
。」
と
尋
ね
に
き
た
。「
今
年
は
、

こ
の
ね
ぎ
で
農
業
所
得
を
増
や
し
た
い
。」

と
組
合
長
の
梨
木
修
一
さ
ん
は
語
っ
た
。

副
組
合
長
の
藤
田
政
義
さ
ん
は
、「
昨
年
は

温
泉
。
今
年
は
海
外
を
目
指
し
た
い
。」
と

笑
っ
て
語
っ
た
。

　
４
月
21
日（
木
）、
白
山
市
中
ノ
郷
町
の
宮
西
久
信

さ
ん
の
畑
で
、
オ
レ
ン
ジ
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
（
美
里
）
の

定
植
が
行
わ
れ
た
。
当
Ｊ
Ａ
営
農
部
と
、
農
機
部
も
見

守
る
中
、
今
年
は
昨
年
よ
り
10
日
早
い
機
械
定
植
と
な

っ
た
。
宮
西
さ
ん
は
、「
今
年
は
気
温
が
高
く
、
苗
の

状
態
が
良
い
。
収
穫
も
楽
し
み
だ
。」
と
話
し
て
く
れ

た
。
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
他
に
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ス
テ

ィ
ッ
ク
セ
ニ
ョ
ー
ル
等
も
生
産
し
て
い
る
。
よ
ら
ん
か

い
ね
ぇ
広
場
に
出
荷
す
る
の
は
、
５
月
後
半
〜
６
月
に

な
る
。

　
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

が
突
然
変
異
で
白
く
な
っ
た
。
原
産

地
は
地
中
海
沿
岸
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

と
同
様
野
生
の
カ
ン
ラ
ン
か
ら
派

生
、
16
世
紀
に
は
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

重
要
な
野
菜
と
な
り
、
18
世
紀
に
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
北
部
に
も
普
及
、
19

世
紀
に
は
ア
メ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
に
も

伝
え
ら
れ
た
。
日
本
に
は
明
治
時
代

の
初
期
。
し
か
し
あ
ま
り
普
及
は
せ

ず
、
健
康
志
向
と
な
る
に
つ
れ
、
緑

黄
色
野
菜
の
栄
養
価
の
高
さ
が
認
識

さ
れ
、人
気
の
野
菜
に
な
っ
て
い
る
。
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植
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始

農
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法
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合
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植
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リ
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植
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ラ
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懇親会

平
成
27
年
度
第
８
回
Ｊ
Ａ
白
山
女
性
部
通
常
総
会
開
催

　
４
月
９
日（
土
）第
８
回
Ｊ
Ａ
白
山
女
性
部
通
常
総
会
が
、
つ
る
ぎ

支
店
２
階
に
て
開
催
さ
れ
た
。
岡
田
篤
子
女
性
部
長
が
、
平
成
27
年

度
の
活
動
を
振
返
り
「
平
成
27
年
度
の
活
動
に
ご
協
力
頂
き
感
謝
し

て
い
る
。
今
年
合
併
10
周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
一
層
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
竹
内
組
合
長
か

ら
は
、「
農
協
法
の
改
正
で
、
農
業
所
得
の
増
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
る
。
女
性
部
員
の
皆
様
も
園
芸
・
加
工
品
な
ど
に

力
を
入
れ
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
を
活
用
し
て
欲
し
い
。」
と
挨

拶
し
た
。
青
壮
年
部
部
長
の
山
本
洋
平
さ
ん
が
、
祝
辞
を
述
べ
、
更

な
る
今
後
の
活
動
に
期
待
を
さ
れ
た
。

　
平
成
27
年
度
の
活
動
報
告
で
は
、
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
の
美

川
駅
周
辺
と
県
道
清
掃
。
手
取
支
部
の
「
大
門
園
」
清
掃
、
国
道
１

５
７
号
線
支
店
周
辺
清

掃
。｠

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
回
収
運
動
は
、

ゴ
ミ
袋
12
個
分
（
４
１
、

５
８
１
個
）
を
リ
サ
イ

ク
ル
業
者
に
届
け
、

８
、３
１
６
人
分
の
ワ

ク
チ
ン
に
交
換
。
蝶
屋

学
童
ク
ラ
ブ
で
の
食
育

活
動
や
白
山
市
社
会
福

祉
協
議
会
や
施
設
等
へ

の
募
金
や
お
米
券
、
タ

オ
ル
等
の
贈
呈
や
活
動

を
報
告
し
た
。

女 

性 

部

顧
　
問 

浦
　
久
美
子 （
手
取
支
部
）

部
　
長 

岡
田
　
篤
子 （
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
）

副
部
長 

太
田
　
千
鶴 （
鶴
来
支
部
）

監
　
事 

松
下
　
幸
子 （
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
）

監
　
事 

辰
巳
　
千
夏 （
鶴
来
支
部
）

本
部
事
務
局 

藤
本
　
美
穂

蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
事
務
局
　
北
村
　
裕
子

鶴
来
支
部
事
務
局 

古
川
　
泰
子
・
大
平
結
美
子

手
取
支
部
事
務
局 

炭
谷
貴
美
代
・
山
岩
登
志
枝

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
サ
ロ
ンン

活
動
支
援
報
告

　
４
月
14
日（
木
）曽
谷
公
民
館
で
、
28

名
参
加
の
も
と
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
白
山
市
高

齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
今
川
和
子
講
師

を
招
き
、
健
康
講
座
を
開
催
し
た
。

　
白
山
市
で
は
、
転
倒
な
ど
に
よ
る
骨

折
や
、
膝
、
腰
の
関
節
が
原
因
で
要
介

護
認
定
を
受
け
る
方
が
年
々
増
加
。

　
健
康
体
操
は
、ふ
る
さ
と
白
山
体
操
、

足
腰
ぴ
ん
ぴ
ん
体
操
を
取
り
入
れ
「
白

山
」「
手
取
川
」「
日
本
海
」
と
称
し
た

手
足
の
体
操
に
時
折
間
違
っ
て
笑
い
が

生
ま
れ
る
中
、
十
分
な
運
動
量
の
楽
し

い
体
操
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
、「
一

人
で
は
、
な
か
な
か
や
れ
な
い
体
操
に

取
り
組
む
こ
と
は
大
切
だ
。」
と
話
し

て
く
れ
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
福
祉
活
動
の
取
組
み
と
し

て
、
高
齢
者
組
合
員
が
い
つ
ま
で
も
健

康
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
活
動
「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
は
、
女
性
部
ボ
ラ
ン
テ
ア
の
太
田

章
子
さ
ん
と
、
乙
田
陽
子
さ
ん
も
参
加

し
て
く
れ
、
言
葉
遊
び
な
ど
も
紹
介

し
た
。

平
成
28
年
度
役
員
の
選
任
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抹
茶
入
り
玄
米
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販
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開
始

　
Ｊ
Ａ
白
山
管
内
で
生
産
さ
れ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使

用
し
た
抹
茶
入
り
玄
米
茶
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
５
０

０
㎖
）
を
４
月
26
日
か
ら
Ｊ
Ａ
白
山
で
発
売
し
た
。

　
緑
茶
に
炒
り
米
と
抹
茶
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
さ
わ
や

か
で
香
ば
し
い
お
茶
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
よ
ら
ん

か
い
ね
ぇ
広
場
に
て
、
好
評
発
売
中
。
是
非
ご
賞
味

下
さ
い
。

▼
価
格
５
０
０
㎖
　
93
円
（
税
抜
）

た
け
の
こ
初
出
荷

た
け
の
こ
初
出
荷

　
４
月
11
日（
月
）今
年
は
暖
冬
で
降
雪
も
少
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
昨
年
よ
り
３
日
早
く
、
営
農
セ
ン
タ

ー
で
た
け
の
こ
の
初
出
荷
が
行
わ
れ
た
。

　
坂
尻
町
の
藤
田
和
彦
さ
ん
は
、
50
年
以
上
、
た
け

の
こ
堀
り
を
続
け
て
い
る
。
道
具
は
、
昔
か
ら
の
先

掛
を
使
用
。
刃
に
は
、
屋
号
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。

鍬
よ
り
先
端
が
随
分
細
い
為
、
使
用
に
は
技
が
必
要

で
あ
る
。「
た
け
の
こ
の
山
に
は
、
幼
少
の
頃
か
ら

ア
ナ
グ
マ
が
巣
を
つ
く
っ
て
い
る
が
、
被
害
を
及
ぼ

さ
な
い
。
今
年
は
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
害
被
害

が
多
発
し
た
。
幸
い
出
荷
量
は
、
表
年
の
為
、
豊
作

の
様
子
。
是
非
地
元
の
お
い
し
い
た
け
の
こ
を
子
供

た
ち
に
食
べ
さ
せ

て
欲
し
い
。」
と

食
育
教
育
に
も
意

欲
的
だ
。

　
県
下
で
は
、
毎

年
７
０
０
ト
ン
の

た
け
の
こ
を
出
荷
し
て
お
り
、
今
年
当
Ｊ
Ａ
と
し
て

は
、
８
ト
ン
の
出
荷
を
目
指
す
。
現
在
は
、
好
調
な

出
荷
量
で
あ
る
。

　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
に
て
、
好
評
発
売
中
。
た

け
の
こ
ご
飯
や
煮
物
、
天
ぷ
ら
な
ど
春
の
味
覚
を
ご

賞
味
下
さ
い
。

よらんかいねぇにも春の香り

タケノコ収穫

タケノコ掘りの道具 先掛

タケノコ！！

春の木ガラスハウス 井ノ口グリーンワークス

　
田
植
え
に
向
け
て
、
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
４
月
１
日（
金
）

か
ら
播
種
作
業
が
行
わ
れ
た
。

　
今
年
は
、鶴
来
、手
取
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
稼
働
。

園
芸
振
興
課
の
吉
本
部
長
、
営
農
部
の
担
当
者
ら
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
。
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
、
10
万
２
千
３
０
０
枚
の
苗
箱

を
予
定
し
て
い
る
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ゆ
め
み
づ
ほ
、
五
百
万
石

な
ど
の
品
種
を
３
日
間
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
、
30
度
に
温
度
調
整

し
、
発
芽
す
る
。

発
芽
状
況
に
よ
っ

て
今
年
の
苗
の
出

来
が
左
右
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
職
員

は
早
朝
か
ら
、
丁

寧
に
播
種
作
業
を

行
っ
た
。

育
苗
セ
ン
タ
ー
稼
働

育
苗
セ
ン
タ
ー
稼
働

育
苗
セ
ン
タ
ー
稼
働

　
出
芽
苗
は
、
大
型
農
家
で
20
日
〜

25
日
の
間
で
約
12
セ
ン
チ
か
ら
13
セ

ン
チ
の
硬
化
苗
に
な
る
ま
で
農
家
で

管
理
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
営
農
部
が
育
苗

巡
回
し
、
確
認
し
て
い
る
。
井
ノ
口

グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
ス
に
も
委
託
管
理

を
依
頼
。
営
農
部
の
担
当
者
ら
が
一

緒
に
巡
回
し
た
。「
暖
冬
の
為
、
例

年
よ
り
今
年
は
、
田
植
え
の
時
期
が

早
い
だ
ろ
う
。」
と
話
し
て
く
れ
た
。

今
年
も
お
い
し
い
お
米
に
育
ち
ま
す

よ
う
に…

。
育
苗
巡
回
開
始

育
苗
巡
回
開
始

育
苗
巡
回
開
始

　
白
山
市
日
向
町
の
寺
尾
ひ
ろ
子
さ
ん
の
リ
ン
ゴ
畑
で
は
、
４

月
20
日
頃
、
リ
ン
ゴ
の
白
い
花
が
満
開
に
な
っ
た
。
今
年
は
開

花
も
早
い
。
り
ん
ご
農
家
に
な
っ
た
の
は
、「
父
が
突
然
リ
ン

ゴ
の
木
を
大
胆
に
50
本
植
え
て
し
ま
っ
た
か
ら
！
」
と
話
し
て

く
れ
た
。
そ
の
後
、
県
か
ら
の
、
一
通
り
の
技
術
指
導
を
受
け
、

間
隔
を
あ
け
て
植
え
直
し
た
。
当
時
、
中
国
か
ら
の
研
修
生
も

寺
尾
さ
ん
の
畑
で
一
緒
に
指
導
を
う
け
た
。「
10
年
経
ち
、
中

国
万
里
の
長
城
の
側
で
、
見
事
な
フ
ジ
の
リ
ン
ゴ
の
花
が
咲
い

て
い
た
。」
と
話
し
て
く
れ
た
。
今
年
も
寺
尾
さ
ん
の
リ
ン
ゴ

畑
で
は
元
気
よ
く
花
が
咲
い
て
お
り
、秋
の
収
穫
が
楽
し
み
だ
。

　
商
品
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
販
売
。
加
工
品
の
チ
ー
ズ
ケ

ー
キ
や
ジ
ャ
ム
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
も
出
荷
す
る
。
電
話
で
の
事

前
予
約
も
あ
る
ほ
ど
の
人
気
商
品
で
あ
る
。

地
元
産
リ
ン
ゴ
に
期
待

地
元
産
リ
ン
ゴ
に
期
待

地
元
産
リ
ン
ゴ
に
期
待
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な
い
。
今
年
は
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
害
被
害

が
多
発
し
た
。
幸
い
出
荷
量
は
、
表
年
の
為
、
豊
作

の
様
子
。
是
非
地
元
の
お
い
し
い
た
け
の
こ
を
子
供

た
ち
に
食
べ
さ
せ

て
欲
し
い
。」
と

食
育
教
育
に
も
意

欲
的
だ
。

　
県
下
で
は
、
毎

年
７
０
０
ト
ン
の

た
け
の
こ
を
出
荷
し
て
お
り
、
今
年
当
Ｊ
Ａ
と
し
て

は
、
８
ト
ン
の
出
荷
を
目
指
す
。
現
在
は
、
好
調
な

出
荷
量
で
あ
る
。

　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
に
て
、
好
評
発
売
中
。
た

け
の
こ
ご
飯
や
煮
物
、
天
ぷ
ら
な
ど
春
の
味
覚
を
ご

賞
味
下
さ
い
。

よらんかいねぇにも春の香り

タケノコ収穫

タケノコ掘りの道具 先掛

タケノコ！！

春の木ガラスハウス 井ノ口グリーンワークス

　
田
植
え
に
向
け
て
、
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
４
月
１
日（
金
）

か
ら
播
種
作
業
が
行
わ
れ
た
。

　
今
年
は
、鶴
来
、手
取
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
稼
働
。

園
芸
振
興
課
の
吉
本
部
長
、
営
農
部
の
担
当
者
ら
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
。
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
、
10
万
２
千
３
０
０
枚
の
苗
箱

を
予
定
し
て
い
る
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ゆ
め
み
づ
ほ
、
五
百
万
石

な
ど
の
品
種
を
３
日
間
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
、
30
度
に
温
度
調
整

し
、
発
芽
す
る
。

発
芽
状
況
に
よ
っ

て
今
年
の
苗
の
出

来
が
左
右
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
職
員

は
早
朝
か
ら
、
丁

寧
に
播
種
作
業
を

行
っ
た
。

育
苗
セ
ン
タ
ー
稼
働

育
苗
セ
ン
タ
ー
稼
働

育
苗
セ
ン
タ
ー
稼
働

　
出
芽
苗
は
、
大
型
農
家
で
20
日
〜

25
日
の
間
で
約
12
セ
ン
チ
か
ら
13
セ

ン
チ
の
硬
化
苗
に
な
る
ま
で
農
家
で

管
理
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
営
農
部
が
育
苗

巡
回
し
、
確
認
し
て
い
る
。
井
ノ
口

グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
ス
に
も
委
託
管
理

を
依
頼
。
営
農
部
の
担
当
者
ら
が
一

緒
に
巡
回
し
た
。「
暖
冬
の
為
、
例

年
よ
り
今
年
は
、
田
植
え
の
時
期
が

早
い
だ
ろ
う
。」
と
話
し
て
く
れ
た
。

今
年
も
お
い
し
い
お
米
に
育
ち
ま
す

よ
う
に…

。
育
苗
巡
回
開
始

育
苗
巡
回
開
始

育
苗
巡
回
開
始

　
白
山
市
日
向
町
の
寺
尾
ひ
ろ
子
さ
ん
の
リ
ン
ゴ
畑
で
は
、
４

月
20
日
頃
、
リ
ン
ゴ
の
白
い
花
が
満
開
に
な
っ
た
。
今
年
は
開

花
も
早
い
。
り
ん
ご
農
家
に
な
っ
た
の
は
、「
父
が
突
然
リ
ン

ゴ
の
木
を
大
胆
に
50
本
植
え
て
し
ま
っ
た
か
ら
！
」
と
話
し
て

く
れ
た
。
そ
の
後
、
県
か
ら
の
、
一
通
り
の
技
術
指
導
を
受
け
、

間
隔
を
あ
け
て
植
え
直
し
た
。
当
時
、
中
国
か
ら
の
研
修
生
も

寺
尾
さ
ん
の
畑
で
一
緒
に
指
導
を
う
け
た
。「
10
年
経
ち
、
中

国
万
里
の
長
城
の
側
で
、
見
事
な
フ
ジ
の
リ
ン
ゴ
の
花
が
咲
い

て
い
た
。」
と
話
し
て
く
れ
た
。
今
年
も
寺
尾
さ
ん
の
リ
ン
ゴ

畑
で
は
元
気
よ
く
花
が
咲
い
て
お
り
、秋
の
収
穫
が
楽
し
み
だ
。

　
商
品
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
販
売
。
加
工
品
の
チ
ー
ズ
ケ

ー
キ
や
ジ
ャ
ム
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
も
出
荷
す
る
。
電
話
で
の
事

前
予
約
も
あ
る
ほ
ど
の
人
気
商
品
で
あ
る
。

地
元
産
リ
ン
ゴ
に
期
待

地
元
産
リ
ン
ゴ
に
期
待

地
元
産
リ
ン
ゴ
に
期
待
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４
月
21
日（
木
）農
業
法
人
手
取
営
農
組
合
で
、
藤
田
政
義
さ

ん
、
藤
田
正
明
さ
ん
、
東
修
さ
ん
、
西
田
勉
さ
ん
ら
が
、
ね
ぎ

の
定
植
を
始
め
た
。
昨
年
は
、
10
箱
の
苗
を
植
え
た
が
、
今
年

は
約
10
倍
の
１
０
０
箱
に
挑
戦
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
は
、
県
や
市
と
連
携
し
、
新
た
な
産
地
づ
く
り
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
、
白
ネ
ギ
の
生
産
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
園
芸
振
興
と
し
て
、
白
ネ
ギ
を
戦
略
作
物
と
し
て
力
を
入

れ
て
い
る
。

　
今
後
の
栽
培
管
理
は
一
週
間
後
、
土
寄
、

土
掛
、
一
か
月
毎
に
、
ね
ぎ
の
先
端
を
刈

り
こ
む
こ
と
５
回
。
５
か
月
後
の
出
荷
に

な
る
。
作
業
中
、
長
老
た
ち
が
「
何
を
植

え
る
の
か
。」
と
尋
ね
に
き
た
。「
今
年
は
、

こ
の
ね
ぎ
で
農
業
所
得
を
増
や
し
た
い
。」

と
組
合
長
の
梨
木
修
一
さ
ん
は
語
っ
た
。

副
組
合
長
の
藤
田
政
義
さ
ん
は
、「
昨
年
は

温
泉
。
今
年
は
海
外
を
目
指
し
た
い
。」
と

笑
っ
て
語
っ
た
。

　
４
月
21
日（
木
）、
白
山
市
中
ノ
郷
町
の
宮
西
久
信

さ
ん
の
畑
で
、
オ
レ
ン
ジ
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
（
美
里
）
の

定
植
が
行
わ
れ
た
。
当
Ｊ
Ａ
営
農
部
と
、
農
機
部
も
見

守
る
中
、
今
年
は
昨
年
よ
り
10
日
早
い
機
械
定
植
と
な

っ
た
。
宮
西
さ
ん
は
、「
今
年
は
気
温
が
高
く
、
苗
の

状
態
が
良
い
。
収
穫
も
楽
し
み
だ
。」
と
話
し
て
く
れ

た
。
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
他
に
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ス
テ

ィ
ッ
ク
セ
ニ
ョ
ー
ル
等
も
生
産
し
て
い
る
。
よ
ら
ん
か

い
ね
ぇ
広
場
に
出
荷
す
る
の
は
、
５
月
後
半
〜
６
月
に

な
る
。

　
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

が
突
然
変
異
で
白
く
な
っ
た
。
原
産

地
は
地
中
海
沿
岸
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

と
同
様
野
生
の
カ
ン
ラ
ン
か
ら
派

生
、
16
世
紀
に
は
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

重
要
な
野
菜
と
な
り
、
18
世
紀
に
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
北
部
に
も
普
及
、
19

世
紀
に
は
ア
メ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
に
も

伝
え
ら
れ
た
。
日
本
に
は
明
治
時
代

の
初
期
。
し
か
し
あ
ま
り
普
及
は
せ

ず
、
健
康
志
向
と
な
る
に
つ
れ
、
緑

黄
色
野
菜
の
栄
養
価
の
高
さ
が
認
識

さ
れ
、人
気
の
野
菜
に
な
っ
て
い
る
。

白
ネ
ギ
の
定
植
開
始

農
業
法
人
手
取
営
農
組
合

白
ネ
ギ
の
定
植
開
始

農
業
法
人
手
取
営
農
組
合

白
ネ
ギ
の
定
植
開
始

農
業
法
人
手
取
営
農
組
合

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
定
植

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
定
植

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
定
植

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
歴
史

懇親会

平
成
27
年
度
第
８
回
Ｊ
Ａ
白
山
女
性
部
通
常
総
会
開
催

　
４
月
９
日（
土
）第
８
回
Ｊ
Ａ
白
山
女
性
部
通
常
総
会
が
、
つ
る
ぎ

支
店
２
階
に
て
開
催
さ
れ
た
。
岡
田
篤
子
女
性
部
長
が
、
平
成
27
年

度
の
活
動
を
振
返
り
「
平
成
27
年
度
の
活
動
に
ご
協
力
頂
き
感
謝
し

て
い
る
。
今
年
合
併
10
周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
一
層
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
竹
内
組
合
長
か

ら
は
、「
農
協
法
の
改
正
で
、
農
業
所
得
の
増
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
る
。
女
性
部
員
の
皆
様
も
園
芸
・
加
工
品
な
ど
に

力
を
入
れ
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
を
活
用
し
て
欲
し
い
。」
と
挨

拶
し
た
。
青
壮
年
部
部
長
の
山
本
洋
平
さ
ん
が
、
祝
辞
を
述
べ
、
更

な
る
今
後
の
活
動
に
期
待
を
さ
れ
た
。

　
平
成
27
年
度
の
活
動
報
告
で
は
、
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
の
美

川
駅
周
辺
と
県
道
清
掃
。
手
取
支
部
の
「
大
門
園
」
清
掃
、
国
道
１

５
７
号
線
支
店
周
辺
清

掃
。｠

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
回
収
運
動
は
、

ゴ
ミ
袋
12
個
分
（
４
１
、

５
８
１
個
）
を
リ
サ
イ

ク
ル
業
者
に
届
け
、

８
、３
１
６
人
分
の
ワ

ク
チ
ン
に
交
換
。
蝶
屋

学
童
ク
ラ
ブ
で
の
食
育

活
動
や
白
山
市
社
会
福

祉
協
議
会
や
施
設
等
へ

の
募
金
や
お
米
券
、
タ

オ
ル
等
の
贈
呈
や
活
動

を
報
告
し
た
。

女 

性 

部

顧
　
問 

浦
　
久
美
子 （
手
取
支
部
）

部
　
長 

岡
田
　
篤
子 （
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
）

副
部
長 

太
田
　
千
鶴 （
鶴
来
支
部
）

監
　
事 

松
下
　
幸
子 （
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
）

監
　
事 

辰
巳
　
千
夏 （
鶴
来
支
部
）

本
部
事
務
局 

藤
本
　
美
穂

蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
事
務
局
　
北
村
　
裕
子

鶴
来
支
部
事
務
局 

古
川
　
泰
子
・
大
平
結
美
子

手
取
支
部
事
務
局 

炭
谷
貴
美
代
・
山
岩
登
志
枝

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
サ
ロ
ンン

活
動
支
援
報
告

　
４
月
14
日（
木
）曽
谷
公
民
館
で
、
28

名
参
加
の
も
と
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
白
山
市
高

齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
今
川
和
子
講
師

を
招
き
、
健
康
講
座
を
開
催
し
た
。

　
白
山
市
で
は
、
転
倒
な
ど
に
よ
る
骨

折
や
、
膝
、
腰
の
関
節
が
原
因
で
要
介

護
認
定
を
受
け
る
方
が
年
々
増
加
。

　
健
康
体
操
は
、ふ
る
さ
と
白
山
体
操
、

足
腰
ぴ
ん
ぴ
ん
体
操
を
取
り
入
れ
「
白

山
」「
手
取
川
」「
日
本
海
」
と
称
し
た

手
足
の
体
操
に
時
折
間
違
っ
て
笑
い
が

生
ま
れ
る
中
、
十
分
な
運
動
量
の
楽
し

い
体
操
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
、「
一

人
で
は
、
な
か
な
か
や
れ
な
い
体
操
に

取
り
組
む
こ
と
は
大
切
だ
。」
と
話
し

て
く
れ
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
福
祉
活
動
の
取
組
み
と
し

て
、
高
齢
者
組
合
員
が
い
つ
ま
で
も
健

康
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
活
動
「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
は
、
女
性
部
ボ
ラ
ン
テ
ア
の
太
田

章
子
さ
ん
と
、
乙
田
陽
子
さ
ん
も
参
加

し
て
く
れ
、
言
葉
遊
び
な
ど
も
紹
介

し
た
。

平
成
28
年
度
役
員
の
選
任
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【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

平
成
27
年
度
決
算
基
本
方
針
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

平
成
27
年
度
固
定
資
産
減
損
会
計
の
適

用
に
か
か
る
決
算
対
応
方
針
に
つ
い
て

（
可
決
）

第
３
号
議
案　

固
定
資
産
の
特
別
償
却
に
つ
い
て（
可
決
）

第
４
号
議
案　

購
買
未
収
金
の
償
却
に
つ
い
て（
可
決
）

第
５
号
議
案　

平
成
28
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

（
可
決
）

第
６
号
議
案　

出
資
口
数
の
変
動
に
つ
い
て（
可
決
）

第
７
号
議
案　

鶴
来
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
無
償
譲
渡

に
関
す
る
諸
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
可
決
）

【
報
告
事
項
】

①　

平
成
28
年
２
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

②　

平
成
27
年
度
事
業
収
支
見
込
及
び
平
成
28
年
度
事

業
計
画
に
つ
い
て

③　

平
成
28
年
度
育
苗
セ
ン
タ
ー
稼
働
計
画
に
つ
い
て

④　

余
裕
金
運
用
規
程
及
び
余
裕
金
運
用
等
リ
ス
ク
管

理
規
定
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑤　

Ｊ
Ａ
内
部
監
査
基
準
の
改
訂
に
つ
い
て

⑥　

支
店
運
営
委
員
及
び
総
代
と
の
意
見
交
換
会
の
意

見
集
約
に
つ
い
て

⑦　

手
取
Ｃ
Ｅ
改
修
工
事
に
か
か
る
建
設
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

⑧　

就
業
規
則（
別
表
）の
変
更
に
つ
い
て

⑨　

支
店
貯
金
窓
口
営
業
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

⑩　

事
業
委
員
会
委
員
の
再
編
成
の
承
認
に
つ
い
て

⑪　

人
事
異
動
に
つ
い
て

⑫　

そ
の
他　

平
成
28
年
度
理
事
会
開
催
計
画
に
つ
い
て

第
12
回
定
例
理
事
会  

●
日
時   

平
成
28
年
３
月
29
日（
火
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

　
３
月
30
日（
水
）出
荷
者
協
議
会
総
会
が
、

本
店
に
て
開
催
さ
れ
た
。
産
直
会
員
と
、

担
当
Ｊ
Ａ
職
員
90
名
が
参
加
。
出
荷
者
協

議
会
会
長
の
伊
藤 

務
会
長
は
、「
県
内
直

売
所
で
出
荷
品
の
間
違
え
が
発
生
。
安
心

安
全
に
気
を
つ
け
て
農
産
物
を
出
荷
し

て
ほ
し
い
。」
と
挨
拶
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
竹
内
組
合
長
は
、「
よ
ら
ん
か

い
ね
ぇ
広
場
は
、
１
日
１
０
０
０
人
以
上

の
来
店
者
で
遠
方
か
ら
の
お
客
様
も
多

く
賑
っ
て
い
る
。
地
元
産
直
品
に
加
え
、

全
国
の
Ｊ
Ａ
直
売
所
の
商
品
も
販
売
。
魅

力
あ
る
直
売
所
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
は
安
全
安
心
、
品
質
、
品
揃

え
に
よ
り
一
層
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
所
得
増
大
を
目
指
す

と
と
も
に
、
会
員
増
大
に
よ
り
地
域
農
業

の
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
す
る
と

話
し
た
。

　
総
会
は
、
平
成
27
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
及
び
規
約
改
正
、
平
成
28
年
度
事

業
計
画
と
収
支
予
算
の
会
議
案
が
承
認

平
成
27
年
度
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
出
荷
者
協
議
会
総
会
開
催

　
平
成
28
年
度
の
事
業
体
制
に
お
い
て
、

園
芸
振
興
課
を
新
設
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ

改
革
の
農
業
所
得
増
大
、
地
域
農
業
の

振
興
に
む
け
て

園
芸
事
業
の
拡

大
を
図
る
為
、

機
構
改
革
を
実

施
致
し
ま
し
た
。

お
気
軽
に
お
声

掛
け
下
さ
い
。

宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

園
芸
振
興
課
の
新
設

園芸振興課

㈱ジャコム石川
産直アドバイザー

今井周一氏

伊藤　務 会長 組合長

さ
れ
た
。
又
、
事
業
概
要
、
仕
入
品
一
覧

に
関
し
、
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。

　
講
演
会
で
は
、
㈱
ジ
ャ
コ
ム
石
川
の
産

直
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

今
井
周
一
氏
が
、
〜

も
っ
と
売
れ
る
産
直
物
〜
「
安
心
安
全
で

高
品
質
な
農
産
物
を
出
荷
し
よ
う
」
と
題

し
て
「
秋
か
ら
準
備
し
て
荒
耕
を
し
、
土

作
り
か
ら
見
直
し
、
高
品
質
な
も
の
を
目

指
し
て
欲
し
い
。
更
に
、
一
年
間
の
営
農

計
画
を
直
す
こ
と
も
大
切
だ
。」
と
講
演

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
石
川
県
農
政
対
策
本
部
で
は
、

「
藤
木
し
ん
や
」
氏
を
農
業
者
及
び

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
と
し
て
参

議
院
全
国
比
例
の
候
補
者
と
し
て
推

薦
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
藤
木
氏
は
19
歳
か
ら
30
年
間
に
わ

た
り
、
農
業
一
筋
に
米
・
畜
産
の
複

合
農
家
と
し
て
働
く
と
と
も
に
、Ｊ

Ａ
組
合
長
と
し
て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
お
り
、
国

政
の
場
で
農
業
者
・Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
や

農
協
改
革
な
ど
の
農
政
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
そ
の
手
腕
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

１
．
若
者
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
農
業
の
実
現

２
．
農
業
者
へ
の
持
続
可
能
な
経
営
支
援

３
．
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
地
域
社
会
の
形
成
と
地
方
創
生

４
．
農
協
組
織
の
さ
ら
な
る
発
展

　
藤
木
氏
は
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、「
現
場
」の
声
を
聴

き
、「
現
場
」を
知
り
、「
現
場
」の
声
を
政
策
に
反
映
す
る
こ
と
に

一
途
一
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

詳
し
く
は w

w
w

.fujiki-shinya.com
/ 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
８
回 

Ｊ
Ａ
白
山
青
壮
年
部
通
常
総
会
開
催

青
壮
年
部

　
４
月
16
日（
土
）、
第
８
回
Ｊ
Ａ
白
山
青
壮
年
部
通
常
総
会
が
、
本

店
に
て
開
催
さ
れ
た
。
山
本
洋
平
委
員
長
は
、「
今
年
は
、
婚
活
事

業
に
も
取
り
組
み
、農
業
の
担
い
手
活
性
化
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

 

役
員
改
選
で
は
、
新
委
員
長
に
、
西
納
義
晴
さ
ん
を
選
任
。「
地
域

農
業
の
活
性
化
に
努
め
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
で
退
任
す
る
山
本
洋
平
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
た
。
山
本
さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
通
じ
て

地
域
や
農
業
を
元
気
に
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

委
　
　
員
　
　
長 

（
林
） 

西
納
　
義
晴

副
　
委
　
員
　
長 

（
蝶
屋
） 

山
本
　
洋
平

　
　
　
〃 

（
蔵
山
） 

中
村
　
春
樹

　
　
　
〃 

（
舘
畑
） 

松
田
　
貴
弘

　
　
　
〃 

（
大
神
） 

谷
口
喜
三
雄

組
織
専
門
部
長 

（
大
神
） 

徳
野
　
一
麿

営
農
農
政
専
門
部
長 
（
舘
畑
） 

山
本
　
義
孝

地
域
交
流
専
門
部
長 
（
蝶
屋
） 

中
山
久
美
男

会
　
　
　
　
　
　
計 

（
林
） 

高
本
　
祐
輔

監
　
査
　
委
　
員 

（
蝶
屋
） 
堀
　
　
博
幸

　
　
　
〃 

（
蔵
山
） 
早
崎
　
長
人

　
　
　
〃 

（
舘
畑
） 

山
下
　
祥
太

　
　
　
〃 

（
大
神
） 

辻
　
　
博
之

事
　
　
務
　
　
局 

 

向
　
　
美
幸

青
壮
年
部
新
役
員

「
あ
と
を
継
ぎ
た
い
」

安
心
し
て
そ
う
言
え
る
農
業
政
策
を
！

農家の声を
国政に！！

●昭和42年生まれ
（49歳）
●ＪＡ全青協元会長
●ＪＡかみましき組合長
●参議院全国比例区
支部長
●経営内容
牛１,100頭
水稲８ha

藤木しんや氏
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JA共済からのお知らせ

　４月17日に発生した暴風により建物被害を受けられまし
た組合員・加入者の皆様に心からお見舞い申し上げます。
　JA白山では、建物共済金の申請・受取等についてのお
問い合わせ、ご相談を承っておりますので、ご案内申し上
げます。

謹んで暴風被害のお見舞いを申し上げます

　この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、
「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。
　また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）」
および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。
　各割引適用には一定の条件がございます。
※ご提供いただいた個人情報は、JAおよびJA共済連の事業および各種
サービスのご提供・こ案内・充実等の目的以外には使用いたしません。
　また、JA共済は「個人情報保護方針」を定め、個人情報の保護に努
めております。

つるぎ支店 ☎272-0082
大 神 支 店 ☎272-0620
蝶 屋 支 店 ☎278-2315
手 取 支 店 ☎255-5001
白 峰 支 店 ☎259-2003
本店金融共済部 ☎272-3017

～ 毎日を楽しく快適に! !  ～《健康・生活向上講座》

リンパの流れを促進させ肩こり・腰痛を改善しよう！！
血行促進は健康の秘訣！

日本リンパ美容学院  都築 佳代 講師

女性大学のご案内

■ＪＡ白山女性大学事務局（担当／藤本） TEL：０７６‐２７２‐３３３３（総務部）

※人数制限はありませんので当日お越しいただいても大丈夫ですが、会場準備等が
　ありますので出席のご連絡を頂けたら幸いです。

平成28年５月18日(水) 19：30～21：00開催日時

つるぎ支店2階会議室場　　所

500円受 講 料

詳しくは、最寄りの店舗窓口へ
お問い合わせ下さい。

受講生募集中
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■受託料金：下記受託料金はJA白山農作業受託部会の基準料金（小作料）です （単位:円/10㌃当り）

ランク 蔵山 ･ 林 ･ 舘畑 * 蔵山の一部 * 一の宮・鶴来 河　　内 圃場条件等（畦畔を含まない）

基準 9,000 5,000 5,000

A 9,000 5,000 5,000

各集落の基準に
準ずる

1 区画　 2,000㎡以上
（圃場整備 4 年目以上）

B 4,500 2,500 2,500 1 区画　1,300 ～ 1,999㎡
（圃場整備 4 年目以上）

C 1,500 1,000 1,000 1 区画 　800 ～ 1,299㎡

D 0 0 0 1 区画   799㎡以下

変形田は１ランク下げるものとし、水利に問題がある圃場などは双方の協議により小作料を決定するものとする。
なお、小作料、用水費（2,970 円）・土地改良経常賦課金（750 円）は耕作者が耕作面積にて支払うものとする。

（注 1）｢* 蔵山の一部 *｣ とは月橋、小柳地区の県道 45 号線（旧国道 157 号線）を境として山側（東方向）の圃場。
（注 2）鶴来地区の大型圃場は蔵山地区に準ずる。
（注 3）一の宮地区の用水費は小作料に含む。
（注 4）砂利堀田（利用権設定田）は工事中の小作料は無料とし、以後 3 年間は 2 ランク下げるものとする。

■機械作業標準料金

作業名（項目） 単　位 料金（税抜） 料金（税込） 備　　　　　考

水

稲

作

業

出 芽 苗（ 一 般 ） １箱当 390 421 ダコレート施用済み

硬 化 苗（ 一 般 ） １箱当 700 756

珪 カ ル 散 布 10㌃当 1,500 1,620 以下、変形及び 10㌃未満の圃場に
ついては 1 割～ 2 割増しとする。

耕 　 起（ 荒 耕 ） 10㌃当 6,000 6,480

中 代 10㌃当 1,800 1,944

代 か き 10㌃当 6,900 7,452

畦 ぬ り １㍍当 50 54

田 植 え
補 助 人 夫
苗 運 搬

10㌃当
10㌃当
１箱当

7,000
700
50

7,560
756
54

※側条用田植え機。

薬 剤 散 布 10㌃当 1,500 1,620

刈 り 取 り
運 搬

10㌃当
10㌃当

18,000
2,519

19,440
2,721

※倒伏状況等により刈取り料金を 
　変更する場合がある。

乾 燥  ・ 調 製 30㌔当 800 864

（ 色 彩 選 別 ） （30㌔当） （200） （216）※色彩選別料金は参考料金とする。

肥 料 散 布 20㌔当 700 756

JA作業料金に準ずる
平成２7年３月26日改定

平成26年4月1日　税込表記を消費税率8%へ変更

平 成 28 年 度  水 稲 受 託 料 金 表
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当ＪＡ顧問税理士
福田　正寛

（平成２８年３月末実績参考）
組合員数 6,616名（団体含）

65,040百万円
18,697百万円

2,270.2億円

● 貯金残高
● 貸出金残高 
● 長期共済保有高 

2,153,996千円
999,545千円

139名

● 購買品供給高
● 販売品取扱高
■ 職員数（パート除く） 

豊かな自然・・・そして ふれあい

JA白山第２次農業振興計画

JA白山
広 報

無料税務相談会 要予約
ご希望の方は、ご予約を
お願い致します。

お問い合わせ・お申込先

TEL272－3333
FAX273－0690

（担当／総務課）

●開催日時 平成28年 ５月25日（水）
  ６月24日（金）
 午前９時～12時
●開催場所 JA白山  本店


